
文書 No. REAS-OM0001N 

 

 

 

 

 

 

 

 
製 品 名 称 

 
サインロッドレスシリンダ(スライダ形/すべり軸受) 

 
型式 / シリーズ / 品番 

 
ＲＥＡＳシリーズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

1 

 

 目次 
 

 安全上のご注意          P2～P3 

 

１．装置への取付けについて                      P4～P8 

 

２．機種の選定方法                                                P9～P11 

 

３．垂直方向の作動について                                            P12 

 

４．中間停止について                            P13 

 

５．使用空気および配管について                                       P13 

 

６．保守について                                                      P13～P14 

 

７．その他の使用上の注意事項                      P14 

 

８．オーダーメイド仕様について                                      P14 

 

９．内部構造図および部品表                                            P15～P16 

 

１０．外形寸法図                      P17～P18   

 



[ここに入力]   

2 

 

           

    安全上のご注意 
 
ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や損害を未然に 

防止するためのものです。これらの事項は、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、 

「注意」「警告」「危険」の三つに区分されています。いずれも安全に関する重要な内容ですから、 

国際規格（ISO/IEC）、日本産業規格（JIS）※1）およびその他の安全法規※2）に加えて、必ず守ってください。 
※1) ISO 4414: Pneumatic fluid power -- General rules and safety requirements for system and their components 

ISO 4413: Hydraulic fluid power -- General rules and safety requirements for system and their components 

  IEC 60204-1: Safety of machinery -- Electrical equipment of machines (Part 1: General requirements) 

  ISO 10218-1: Robots and robotic devices - Safety requirements for industrial robots - Part 1:Robots 

  JIS B 8370: 空気圧-システム及びその機器の一般規則及び安全要求事項 

  JIS B 8361: 油圧-システム及びその機器の一般規則及び安全要求事項  

  JIS B 9960-1: 機械類の安全性‐機械の電気装置(第 1部: 一般要求事項) 

  JIS B 8433-1:ロボット及びロボティックデバイス―産業用ロボットのための安全要求事項-第 1部：ロボット                                         

※2) 労働安全衛生法 など 
 

 

 危険 切迫した危険の状態で､回避しないと死亡もしくは重傷を負う可能性が想定されるもの｡ 

 

 警告 取扱いを誤った時に､人が死亡もしくは重傷を負う可能性が想定されるもの｡ 

 

 注意 
取扱いを誤った時に､人が傷害を負う危険が想定される時､および物的損害のみの発生が想

定されるもの｡ 

 

警告 
①当社製品の適合性の決定は､システムの設計者または仕様を決定する人が判断してください｡ 

ここに掲載されている製品は､使用される条件が多様なため､そのシステムへの適合性の決定は､ 

システムの設計者または仕様を決定する人が､必要に応じて分析やテストを行ってから決定してください｡  

このシステムの所期の性能､安全性の保証は､システムの適合性を決定した人の責任になります｡  

常に最新の製品カタログや資料により､仕様の全ての内容を検討し､機器の故障の可能性についての状況を

考慮してシステムを構成してください｡ 

②当社製品は､充分な知識と経験を持った人が取扱ってください｡ 

ここに掲載されている製品は､取扱いを誤ると安全性が損なわれます｡ 

機械･装置の組立てや操作､メンテナンスなどは充分な知識と経験を持った人が行ってください｡ 

③安全を確認するまでは､機械･装置の取扱い､機器の取外しを絶対に行わないでください｡ 

1.機械･装置の点検や整備は､被駆動物体の落下防止処置や暴走防止処置などがなされていることを 

確認してから行ってください｡ 

2.製品を取外す時は､上記の安全処置がとられていることの確認を行い､エネルギー源と該当する設備の 

電源を遮断するなど､システムの安全を確保すると共に､使用機器の製品個別注意事項を参照､ 

理解してから行ってください｡ 

3.機械･装置を再起動する場合は､予想外の動作･誤動作が発生しても対処できるようにしてください｡ 

④当社製品は、製品固有の仕様外での使用はできません。次に示すような条件や環境で 

使用するようには開発・設計・製造されておりませんので、適用外とさせていただきます。 

1.明記されている仕様以外の条件や環境､屋外や直射日光が当たる場所での使用｡ 

2.原子力､鉄道､航空､宇宙機器､船舶､車両､軍用､生命および人体や財産に影響を及ぼす機器､燃焼装置､ 

娯楽機器､緊急遮断回路､プレス用クラッチ･ブレーキ回路､安全機器などへの使用､およびカタログ、取

扱説明書などの標準仕様に合わない用途の使用｡ 

3.インターロック回路に使用する場合。ただし、故障に備えて機械式の保護機能を設けるなどの 

２重インターロック方式による使用を除く｡また定期的に点検し正常に動作していることの確認を 

行ってください｡ 
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    安全上のご注意 
 

 

注意 
当社の製品は、自動制御機器用製品として、開発・設計・製造しており、平和利用の製造業向けとして 

提供しています。製造業以外でのご使用については、適用外となります。 

当社が製造、販売している製品は、計量法で定められた取引もしくは証明などを目的とした用途では 

使用できません。 

新計量法により、日本国内で SI 単位以外を使用することはできません。 
 

保証および免責事項/適合用途の条件 
製品をご使用いただく際、以下の｢保証および免責事項｣､｢適合用途の条件｣を適用させていただきます。 

下記内容をご確認いただき、ご承諾のうえ当社製品をご使用ください｡ 
 

『保証および免責事項』 

①当社製品についての保証期間は､使用開始から 1 年以内､もしくは納入後 1.5 年以内、いずれか早期に 

到達する期間です。*3) 

また製品には､耐久回数､走行距離､交換部品などを定めているものがありますので､当社最寄りの 

営業拠点にご確認ください｡ 

②保証期間中において当社の責による故障や損傷が明らかになった場合には､代替品または必要な交換部品

の提供を行わせていただきます｡なお､ここでの保証は､当社製品単体の保証を意味するもので､当社製品の 

故障により誘発される損害は､保証の対象範囲から除外します｡ 

③その他製品個別の保証および免責事項も参照､ご理解の上､ご使用ください。 

 
    ※3) 真空パッドは､使用開始から 1 年以内の保証期間を適用できません｡ 

       真空パッドは消耗部品であり､製品保証期間は納入後 1 年です。 

       ただし､保証期間内であっても､真空パッドを使用したことによる摩耗､またはゴム材質の劣化が原因の 

       場合には､製品保証の適用範囲外となります｡ 

 

『適合用途の条件』 
海外へ輸出される場合には､経済産業省が定める法令(外国為替および外国貿易法)､手続きを必ず守って 

ください。 
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１－１．取付相手面 

     取付相手面は、平面度の高いものを希望しますが、平面度が十分確保できない場合は、 

    シム調整などにて全工程を、スライドブロック（移動台）が最低作動圧力以下にて 

    作動するように取付を行ってください。 注）平面度は 0.2mm 以下を目安としてください。 

１－２．取付方法 

     本体の取付は両端のプレート部で行ってください。スライドブロック（移動台）での 

    取付（図１参照）は行わないでください。軸受部分に大きな横荷重がかかる事になり 

    作動不良の原因となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．スライドブロック（移動台）での取付 ＝使用禁止＝ 

 

    プレート部の取付部加工は、下記の２種類が可能となっています。 

    取付面、取付場所に合わせてご使用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    図２．下面からの固定       図３．上面よりの六角穴付きボルトによる固定 

       （プレート部を使用） 

１．装置への取付について 

 

 

注） 
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１－３．配管方法について 

     配管口は、プレートＡ（薄板）側より集中配管可能となっています。 

    プレートＢ（厚板）側には配管口はありませんのでご注意ください。 

 （注）両サイドに配管口が必要な場合は、特注品で検討します。 

    オートスイッチの場合の説明 

     配管口の方向は、片側（プレートＡ（薄板）側）ですが、オートスイッチ取付レールは 

     両側取付可能になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4．オートスイッチ付の場合 

 

１－４．オートスイッチ使用上の注意 

 １－４－１）スイッチ取付レール（REAS15 以上）は 

       リード線の処理がレール溝（図５）で可能な 

       特殊形状をしています。 

 

 

 

                              図５．スイッチ取付レール 

 １－４－２）中間位置にオートスイッチを設置することは可能ですが、負荷リレーの応答時間 

       などの関係で、シリンダ速度は３００mm／sec 以内で検知するよう調整して 

       ください。 

 １－４－３）スイッチ内部回路図、接点保護ボックス使用などの注意事項については、ロッド 

       レスシリンダ（REA シリーズ）カタログをご参照してください。 
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１－４－４）オートスイッチのストロークエンド検出時の適正取付位置は下記を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－４－５）オートスイッチの取付方法は下記を参照してください。 

  

  

 

 

オートスイッチを取付ける場合は、スイッチレールの溝内に挿入して 

ある六角ナット(M3×0.5)に、スイッチ取付ビスをねじ込んでください。 

（締付トルクは、0.05～0.1N・m 程度としてください。） 
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１－５．ストローク調整について 

      出荷時のアジャストボルトはスムースな加速・減速が可能な最適 

      位置に調整されていますので、フルストロークにてご使用くださ 

      るようお願いします。また、ストローク調整が必要な場合には、 

      最大で片側 2mm までとしてください。（2mm を超える調整は 

      しないようお願いします。スムースな加速・減速が得られません。） 

     ストローク調整方法 

      六角ナットを緩め、プレート側より六角レンチにてストローク 

      調整後六角ナットを締付固定してください。 
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１－６．速度調整について 

①速度調整は弊社スピードコントローラ(AS シリーズ)の『絞り』タイプあるいはデュアル 

    スピードコントローラを推奨します。(表３参照) 

   ②メータイン、メータアウトタイプのスピードコントローラにて速度の調整は可能ですが、 

    クッション効果(スムーズな起動、ソフト停止)が得られない場合があります。 

   ③水平取付け以外の取付けの場合には、下降側に減圧供給回路(図７参照)を入れたシステム 

を推奨します。 

    (上昇の起動遅れ対策、省エアにも効果があります。) 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

図７ 

 

１－７．クッション効果の調整について 

    クッションは、調整できません。 

    従来のクッション機構のようなクッションニードルの調整はありません。 
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２．機種の選定方法 

下記の選定フローに従って、機種の選定を行ってください。 
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３．垂直方向の作動について 

 垂直方向で作動させるときも、前記内容の配慮が同じように必要になります。 

 

許容負荷質量 

  負荷質量が常にマグネット保持力に対して働くため、水平作動の場合より許容負荷質量が小さく 

 なります。表４に示します。 

 

ﾁｭｰﾌﾞ内径 

(mm) 
型式 

許容負荷質量

(kg) 

使用圧力限界

(MPa) 

φ10 REAS10 2.7 0.55 

φ15 REAS15 7.0 0.65 

φ20 REAS20 11.0 0.65 

φ25 REAS25 18.5 0.65 

φ32 REAS32 30.0 0.65 

φ40 REAS40 47.0 0.65 

表４ 

 

   注記）最高使用圧力を超える圧力での作動は、ピストン離脱(負荷の落下)を引き起こす 

     可能性がありますので絶対に行わないでください。 
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４．中間停止について 

クッション効果(スムーズな起動、ソフトな停止)はストロークエンド手前から、下表に示す 

 ストローク範囲しかありません。  

  外部ストッパ等による中間停止や、中間停止からの復帰では、クッション効果(スムーズな起動、 

ソフトな停止)は得られません。 

クッションストローク 

型式 ストローク(mm) 

REAS10 20 

REAS15 25 

REAS20 30 

REAS25 30 

REAS32 30 

REAS40 35 

 

 

5-1) エアフィルタを取付けてください。 

   シリンダは無給油仕様になっていますので、バルブ近くの上流側にエアフィルタを取付けて、 

レギュレータによって、所定の設定圧力に減圧された空気圧をご使用ください。 

5-2) 圧縮空気に給油する場合 

     初期潤滑されていますので無給油で使用できますが、仕様上給油する場合はタービン油１種 

（無添加）（ＩＳＯ ＶＧ３２）をご使用ください。 

    給油を途中で中止し、無給油にて使用する場合は、当社工場にて修理するようお願いします。 

適性グリースを再塗布いたします。 

 

 

  サインロッドレスシリンダは最適なクッション効果が得られるよう、クッションリングおよび 

 クッションパッキン等の組立を行っています。 

  したがって、メンテナンスは工場返却にて実施して下さるようお願いします。 

  ただし、やむを得ず分解される場合は、次のことにご注意下さい。 

  （１）シリンダチューブより、移動子またはピストンを取り外すときは、強制的に移動子と 

ピストンの位置関係をずらし、保持力をなくした状態で取り外してください。 

     そのまま取り出しますと、直接マグネットが、吸着しあい外れなくなります。 

  （２）上記の作業後、各移動子が離れた状態で六角穴付ボルト（プレートＡ側）を外すことにより 

シリンダチューブ、およびガイドロッドＡ,ＢよりプレートＡを外してください。 

（交換作業（パッキンなど）では、その他の部分は分解しないでください。エア漏れなど 

の原因となります。） 

（３）マグネット構成部(ピストン移動子、外部移動子)は、絶対分解しないでください。 

   保持力の低下、不適合発生の原因となります。 

（４）外部移動子、ピストン移動子を取扱う時は、腕時計を外して作業してください。 

（５）マグネットは床に落としたり、金属にぶつけるとこわれますので、ピストン移動子および 

   外部移動子の取扱いには十分ご注意ください。 

５．使用空気および配管について 

６．保守について 
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（６）外部移動子とピストン移動子の方向性に注意してください（REAS10 のみ）。 

   外部移動子（スライドブロック）とピストン移動子を吸引させて下図の正しい位置関係 

   （図１）になるようにシリンダチューブに挿入してください。誤った位置関係（図２）に 

なったときは、ピストン移動子を１８０度反転して挿入してください。方向性が違った 

まま組み付けられますと、所定の保持力が得られなくなります。 

 

       

 

 

 

 

 

（７）クッションリングはピストン又はプレートＡ/Ｂに精密に組みつけられていますので、 

取り外したり、また変形や打痕等にご注意ください。 

 

 

7-1) シリンダ内部に鉄製部品が使用されていますので、水等がシリンダに直接かからないようにして 

  ください。 

7-2)  取付時には接続配管を十分フラッシングし、シリンダ内部にゴミや切粉が入らないようにして 

ください。 

7-3)  シリンダチューブ外周面に傷や打痕をつけないようにご注意ください。スクレーパ、パッキン、 

ウェアリングの損傷をまねき、作動不良の原因になります。 

 

８．オーダメイド仕様について 

本製品は使用環境、状況によりオーダメイド品を用意しております。 

目安となりますが、下記使用環境、状況の場合は、オーダメイド仕様をご検討ください。 
 

表示記号 内   容 使用環境、状況 適応チューブ内径 

Ｘ１６８ ヘリサートネジ 標準のワーク取付ネジをヘリサート

ネジ仕様にしたもの 

φ２０～φ４０ 

Ｘ２１０ 外部無潤滑仕様 油分などを嫌う雰囲気 φ１０～φ４０ 

Ｘ３２４ 外部無潤滑仕様    

（フェルト付） 

Ｘ２１０仕様でフェルト製のダストシ

ールを設置し、ごみ飛散の雰囲気に対

応 

φ１０～φ４０ 

Ｘ４３１ スイッチレール両側面

取付（２本付） 

スイッチ付で短ストローク等 φ１０～φ４０ 

 

 

７．その他の使用上の注意事項 
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φ１０、１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．内部構造図および部品表 
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φ２０～４０ 
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φ１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．外形寸法図 
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φ１５～４０ 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改訂履歴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

受付時間/9：00～12：00 13：00～17：00【月～金曜日, 祝日, 会社休日を除く】 

㊟ この内容は予告なしに変更する場合がありますので、あらかじめご了承ください。 

© SMC Corporation All Rights Reserved 

0120-837-838 
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